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 若き志と折り返しの志 

          福井県理学療法士会事務局担当理事 

福井大学医学部附属病院 

松村 真裕美 

先日、小児科外来から電話がかかってきた。数年前にリハビリを担当した子が、進路相談したいとい

う。数年ぶりに会う彼は、私より大きくなった背丈で、礼儀正しいお辞儀で迎えてくれた。私よりまだ

背丈が小さかった当時から、彼は志が高く、常に目標を持ち、それに近づくための努力を重ねていた。

キラキラとエナジーあふれるその姿勢に刺激を受け、私も新しいことに挑戦したほどだ。その彼が、今、

私の目の前で「理学療法士になりたい」と言う。彼の志は、ますます磨きがかかっており、レモンスカ

ッシュのような爽やかさで、あれこれ質問してきた。一生懸命メモを取る彼を見ながら、ひとつひとつ

答えていたが、「理学療法士の仕事はなくなりませんよね？」という、将来の自分と家族の暮らしをも見

据えた質問にためらった。 

理学療法の魅力は確かにある。しかし、医療・福祉におけるメンタルヘルスの不調者は、7 割以上と

言われており、他の職種に比べると高くなっている。また、首都圏では、給料の安さゆえ、男性は理学

療法士よりも他の職種を選ぶこともあるそうだ。そう思うと、彼の能力ならば理学療法士でなくても、

のびのびと仕事ができる職業が他にあるような気がしたからだ。 

2006年の診療報酬改定により、医療で算定できるのは疾患別リハつまりマンツーマンでの診療となり、

集団でのリハビリが算定できた頃に比べ一日で診療できる患者数は減少した。一方で、リハビリテーシ

ョンの効果や重要性が多方面で構築されるとともに、ほぼすべての診療科からリハビリ依頼が出るよう

になりリハビリ依頼数は増えた。多職種や地域との連携の重要さも加味され、各科ごとのカンファレン

スや診療チームへの参加、地域連携のための退院前カンファや報告書など、診療以外の間接的な業務は

増えるいっぽうだ。しかも、その間接的な業務は大切なことであるにも関わらず、人員増員の決定打と

して評価されないことが多い。今は 2021 年、2006 年から 15 年経過して何が変化したか、何を変える

ことができたかを私たちに問う。理学療法士がバーンアウトするかいなか

は、「労働時間」や「やりがい」が影響すると言われている。時間外業務の

軽減はもちろんのこと、個人のレジリエンスやソーシャル・キャピタルを

意識した環境づくりや理学療法士としてのあり方に変化していく必要があ

るのではないだろうか。理学療法士の先輩たちが懸命に開拓してきた道を、

私は 20 年歩んできた。定年までの折り返し地点にいる身としては、これ

から歩みだす若者が「理学療法士」として、のびのびと歩ける道にしてお

きたい。 
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社会福祉法人恩賜

財団済生会支部 福井県済生会聖和園 

 

福井県済生会聖和園は、社会福祉法人恩賜

財団済生会の支部施設です。 

設立は 1964年で事業開始から 56年が経ちました。 

場所は大野市、荒島岳の麓の蕨生地区で、中部縦貫自動車道大野東インターチェンジから車

で 1分、大野市中心部から 10 分のところにある全館平屋の建物です。自然環境に恵まれ四季の

移り変わりを楽しむことができ、開放的な建物はとても気持ちがいいです。また、うまくいけば施設

から「天空の城」もみることができるロケーションです。 

 

 

「利用者の立場で考える」という理念のもと特別養護老人ホーム（定員 120）、ショートステイ

（定員 20）、デイサービス（定員 40）、認知症対応型デイサービス（定員 12）、訪問介護、居宅介

護支援、在宅介護支援の事業を行っています。 

 現在リハビリテーションスタッフは、理学療法士が4名（特養・ショートステイに2名、デイサービス

に 2 名）在籍しており、ケアマネ、介護福祉士、看護師らと連携を取りながら、ご利用者に合わせた

プランを作成し、心身機能・ADL の維持・向上、介護予防を目的とした運動療法や動作練習、福祉

用具の選定や、地域へ向けて教室等の活動を行っています。 

園内外で、リハビリテーションの価値をより高められるように日々研鑽しています。 
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事務局からのお知らせ 2 月  

 

◆ 会員の動向（令和 3 年 1 月末現在）◆ 

会員数：920 名（勤務先会員 868名、自宅会員 52 名）、施設数：178施設 

新入会員：21名 、復会者数 5名 

✾士会活動は皆様の会費によって運営されております✾ 

 

 

◆ 令和 3 年度分の年会費が変わります（協会年会費は次年度以降も変更が適用）◆ 

〇一般（令和 2年度の年会費を納入している会員） 

協会年会費（改定前）11,000 円⇒（改定後）10,000 円 

福井県理学療法士会年会費（今年度）9,000 円⇒（来年度のみ）7,000 円     合計 17,000 円 

 

〇シニア・育休（令和 2年度の年会費を納入している会員） 

協会年会費（改定前）3,000 円⇒（改定後）2,000 円 

福井県理学療法士会年会費（今年度）2,000 円⇒（来年度のみ）0円       合計 2,000 円 

 

 

◆ 次年度（令和 3 年度）の年会費請求予定について ◆ 

・楽天カード決済の方・・・3月 29 日（月）引落予定 

  ＊領収書は入金確認が取れ次第、協会マイページよりダウンロードが可能となります。 

  ＊カードの有効期限及び事前の引き落とし口座の残高のご確認をお願いします。 

・口座振替決済の方・・・3 月 29 日（月）引落予定 

  ＊領収書は入金確認が取れ次第、協会マイページよりダウンロードが可能となります。 

  ＊事前の引き落とし口座の残高のご確認をお願いいします。 

・現金振込の方・・・2月 25 日以降、振込用紙を順次発送開始。支払期限 3 月 31 日水曜日 

  ＊振込の場合は別途手数料がかかります。ぜひ、引き落とし決済への変更をご検討ください。 

  ＊2 月 20 日までに、楽天カードまたは口座振替へ切り替えされた方は 3 月 29 日(月)に引き落と

しとなります。  
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◆ 各種申請について ◆ 

2 月 20 日（土）までに「異動・復会・休会・退会・会費割引」について、申請お願いします。 

承認（または否認）手続きがされるまで、『令和 3年度年会費の請求ができない状態』となります。 

＊2 月 21 日以降も随時受付しておりますが、年会費の請求手続きに影響する場合があります。 

詳細は協会のホームページをご確認ください。 

 

◆ 強制退会について ◆ 

＜未納退会＞ 

3 月 31 日までに納入がなかった場合、4 月以降は会員権利停止となります。 

一定期間納入の確認が取れない場合は、退会手続きを実施します。 

 

＜休会経過退会＞ 

原則、3 月末までに申請手続きをいただくよう会員にご案内しています。6 月末時点において、「休会

継続または退会」の申請手続きがされていない方、また、令和 3年度年会費の納入を含め、復会手続

きが完了していない方は、退会手続きを実施します。 

 

※上記に関しまして、協会よりお知らせが届いているかと思います。 

ご確認お願い致します。 

 

◆ 会員の皆様へ ◆ 

 会員の皆様、平素より当会の運営にご協力とご理解を頂き厚く御礼

申し上げます。 

 新型コロナウイルスに翻弄されたまま本年度も終わろうとしており

ます。 

医療従事者の皆様の献身的な働きと日常生活における様ざまな事柄

の規制や自粛により国内の感染者数も徐々に減りつつあります。 

 ご健康にはくれぐれもお気を付けください。 

 

 

 

福井県理学療法士会  

        事務局 

笈田・横井 

TEL：0776-29-7003 
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難病に関してご相談ください！ 

福井県難病支援センター 

小林 義文 

 

 現在、福井県難病支援センターに療養相談員をしています。 

 

 日々電話を受け取る中で、いくつかの課題があります。中でも相談をいただくタイミングの遅さ

に悩んでいます。急いで訪問してご本人や家族、医療・福祉関係者に会ってみると、病状はかなり

進行していて、ご本人が話をまとめたり理解したりする精神的余裕も機能的能力もなくなっていま

す。 

 

がん患者の緩和ケアは、告知された時から始まるといいます。それと同じで、早期介入がお互い

の負担を減らします。難病患者は、医療保険、特定疾患療養制度、介護保険、障碍児・者福祉サー

ビス、民間保険サービスや各種共済等、年齢や重症度（進行度）に応じて様々なサービスが準備さ

れていて、反面、それらを上手に利用しないとケアができない構造になっています。利用できる資

源は多彩ですので、どうぞ早めにご相談ください。 

 

 ＊メールは fukui-nanbyo-c1135@pref.fukui.lg.jp 電話は 0776-52-1135  

福井県難病支援センターです。直接難病支援センターに来てもらうのも構いません。 

予約なしでも OKです。お気軽にご相談ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛助会員 

有限会社 奥義肢製作所 

福井県福井市二の宮 2 丁目 

 

【編集後記】 

福井県理学療法士会ニュースが 200 号を迎えました。発行当初から年 6 回の発行だったのであれば、

30年弱も続いていることになります。 

巨人の肩の上に立つという言葉がありますが、これまでの諸先輩方の活動の積み重ねが、今の活動に繋

がっているのだなと思いました。 

巻頭言の松村先生の言葉もありましたが、過去、現在、そして未来へと続く理学療法士による理学療法

士の為の活動をこれからもお伝えできればなと思います。自分たちの活動もアピールしたい！という方

がいらっしゃいましたら、お気軽にニュース編集部にご連絡下さい。   

宛先 reha-pt@kimura-hospital.jp まで 

mailto:fukui-nanbyo-c1135@pref.fukui.lg.jp
mailto:reha-pt@kimura-hospital.jp

